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長

田

長

田

長

田

長

田

界

隈

界

隈

界

隈

界

隈

でででで

のののの

出

会

出

会

出

会

出

会

いいいい

△△△△ 

 

「

知

っ

て

る

つ

も

り

」

の

地

元

で

も

、

初

め

て

立

ち

入

る

ビ

ル

な

 

             

     

 

ど

、

未

体

験

ゾ

ー

ン

が

い

っ

ぱ

い

で

す

。

中

学

や

高

校

の

同

窓

生

と

の

思

い

が

け

な

い

再

会

も

あ

り

ま

し

た

。

 

 

地

元

の

企

業

様

の

仕

事

は

、

気

軽

に

訪

問

し

て

ス

ピ

ー

デ

ィ

ー

に

処

理

す

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

、

当

事

務

所

と

し

て

も

大

変

助

か

っ

て

い

ま

す

。
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建

設

建

設

建

設

建

設

業

界

業

界

業

界

業

界

とととと

のののの

出

会

出

会

出

会

出

会

いいいい

◇◇◇◇    

 

ご

近

所

の

社

長

さ

ん

と

の

出

会

い

を

き

っ

か

け

に

、

建

設

業

の

企

業

様

の

労

働

保

険

（

労

災

・

雇

用

保

険

）

・

社

会

保

険

（

健

保

・

厚

生

年

金

）

加

入

の

手

続

き

を

連

続

し

て

受

託

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

 

 

家

屋

が

密

集

し

て

い

な

い

立

地

の

事

業

所

が

多

く

、

大

阪

市

の

周

 
 

辺

部

（

此

花

・

大

正

・

東

淀

川

区

）

、

高

槻

市

な

ど

に

出

向

き

、

各

地

の

労

働

基

準

監

督

署

・

ハ

ロ

ー

ワ

ー

ク

・

年

金

事

務

所

を

回

っ

て

い

ま

す

。 

 
 

 

手

続

き

業

務

は

労

働

保

険

事

務

組

合

の

勤

務

当

時

に

経

験

し

て

い

ま

す

が

、

社

会

保

険

庁

か

ら

日

本

年

金

機

構

に

変

わ

っ

た 

年

金

事

務

所

な

ど

、

役

所

の

対

応

・

雰

囲

気

の

変

化

を

感

じ

て

い

ま

す

。 

労

働

保

険

の

年

度

更

新

、

社

会

保

険

の

算

定

基

礎

届

も

経

験

し

、

次

回

か

ら

は

電

子

申

請

に

も

と

り

く

み

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。 

 

●●●●

創

業

創

業

創

業

創

業

者者者者

様様様様

とととと

のののの

出

会

出

会

出

会

出

会

いいいい

○○○○    

長

田

駅

周

辺

の

ビ

ル

を

訪

問

す

る

中

で

、

独

立

開

業

さ

れ

た

社

長

さ

ん

に

相

次

い

で

出

会

う

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

 

お

二

人

と

も

四

月

に

会

社

設

立

さ

れ

、

社

会

保

険

労

務

士

を

探

し

て

お

ら

れ

た

と

こ

ろ

で

し

た

。

 

こ

れ

ま

で

に

築

い

た

人

脈

、

獲

得

し

た

経

験

・

知

識

・

知

恵

・

技

能

を

生

か

し

て

、

年

輪

を

重

ね

て

の

開

業

で

す

。

 

同

じ

年

に

開

業

し

た

当

事

務

所

に

と

っ

て

、

お

手

本

と

も

、

刺

激

と

も

な

る

企

業

様

で

す

。

 

 

開

業

時

の

思

い

を

共

有

す

る

こ

と

の

で

き

る

社

長

さ

ん

と

二

人

三

脚

で

、

企

業

様

の

発

展

の

た

め

に

働

く

こ

と

が

、

当

事

務

所

の

前

進

に

も

つ

な

が

る

と

信

じ

て

い

ま

す

。

 

         

■■■■

研

修

研

修

研

修

研

修

をををを

通通通通

じじじじ

てててて

のののの

出

会

出

会

出

会

出

会

いいいい

□□□□    

 

今

年

前

半

は

、

開

業

の

た

め

の

研

修

、

社

労

士

と

し

て

の

研

修

に

多

く

の

時

間

を

費

や

し

ま

し

た

。 

後

半

は

社

労

士

業

務

に

関

わ

る

二

つ

の

資

格

取

得

を

め

ざ

し

て

、

業

務

と

研

修

の

二

刀

流

？

に

と

り

く

み

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。 

 

研

修

を

通

じ

て

、

学

者

・

専

門

家

、

弁

護

士

、

社

労

士

、

産

業

医

、

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

な

ど

多

く

の

方

々

と

知

り

合

い

、

交

流

し

て

い

ま

す

。 

 

自

分

一

人

の

事

務

所

で

は

あ

り

ま

す

が

、

情

報

発

信

を

続

け

、

専

門

家

や

他

仕

業

の

方

々

と

の

連

携

を

模

索

し

て

い

き

ま

す

。

そ

の

先

に

、

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

が

築

け

た

ら

と

願

っ

て

い

ま

す

。 
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出

会

い

を

大

切

に

・

・

・

 

開

業

か

ら

半

年

を

過

ぎ

、

多

 

く

の

方

々

と

の

出

会

い

に

恵
 

ま

れ

、

社

労

士

と

し

て

の

経

 

験

を

重

ね

て

き

ま

し

た

。

 

我が家の夏（夕顔＆風船蔓） 



     
 

か

ら

梅

雨

に

終

わ

っ

た

六

月

下

旬

、

日

本

初

の

総

合

卸

商

業

団

地

（

昭

和

四

十

二

年

誕

生

）

の

「

大

阪

金

物

団

地

」

を

訪

ね

ま

し

た

。 

団

地

は

近

畿

自

動

車

道

沿

い

に

近

畿

大

学

の

南

側

、

八

尾

市

に

隣

接

し

て

立

地

し

て

お

り

、

当

事

務

所

か

ら

は

自

転

車

で

２

０

分

で

す

。

 

団

地

の

取

り

扱

い

商

品

は

幅

広

く

、

建

物

金

物

・

建

材

、

家

庭

金

物

、

利

器

工

具

、

水

道

金

具

、

鉄

鋼

二

次

製

品

、

非

鉄

金

属

材

料

、

鋲

螺

（

び

ょ

う

ら

）

、

日

曜

大

工

用

品

ま

で

、

「

住

ま

い

と

暮

ら

し

の

総

合

卸

団

地

」

と

言

え

る

で

し

ょ

う

。 

        

     

今

回

は

、

例

に

よ

っ

て

本

社

限

定

で

金

物

団

地

約

６

０

社

の

う

ち

３

７

社

を

訪

問

し

、

開

業

の

ご

挨

拶

を

お

こ

な

い

ま

し

た

。 

社

長

さ

ん

と

お

会

い

で

き

た

会

社

は

多

く

は

な

か

っ

た

の

で

す

が

、

幸

運

に

も

団

地

の

理

事

長

さ

ん

と

面

談

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 

団

地

内

の

結

束

を

固

め

伝

統

を

守

り

な

が

ら

、

新

商

品

の

開

発

や

通

信

販

売

な

ど

新

し

い

分

野

に

積

極

的

に

と

り

く

ん

で

お

ら

れ

る

様

子

を

お

聞

き

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 

 

開

業

直

後

か

ら

始

め

た

挨

拶

回

り

は

、

意

岐

部

（

お

き

べ

）

校

区

、

楠

根

校

区

な

ど

地

元

中

心

に

５

０

０

社

に

達

し

ま

し

た

。 

七

月

下

旬

か

ら

は

、

全

国

で

も

有

数

の

工

場

密

度

を

誇

る

東

大

阪

市

の

中

で

も

、

最

も

集

積

密

度

の

高

い

地

域

の

ひ

と

つ

で

あ

る

高

井

田

地

域

を

歩

い

て

い

ま

す

。 

文

楽

は

大

阪

が

発

祥

の

地

で

あ

り

な

が

ら

、

そ

の

人

気

は

大

阪

で

は

長

く

低

迷

し

て

い

ま

し

た

。 

「

国

立

劇

場

（

東

京

）

は

満

席

、

国

立

文

楽

劇

場

（

大

阪

）

は

ガ

ラ

ガ

ラ

」

と

い

う

状

況

が

一

変

し

た

の

が

昨

年

で

す

。 

ユ

ネ

ス

コ

無

形

文

化

遺

産

の

文

楽

に

対

し

て

、

政

党

代

表

を

兼

務

す

る

大

阪

市

長

が

「

補

助

金

削

減

（

後

に

打

ち

切

り

）

」

を

表

明

。

世

界

中

を

驚

か

せ

、

そ

の

反

動

で

皮

肉

に

も

大

阪

公

演

の

盛

況

が

実

現

し

た

の

で

す

。 

か

く

ゆ

う

私

も

ご

多

分

に

漏

れ

ず

、

昨

秋

か

ら

古

典

芸

能

鑑

賞

は 

   

         

歌

舞

伎

の

み

か

ら

、

文

楽

へ

も

ジ

ャ

ン

ル

を

広

げ

た

わ

け

で

す

。 

 

文

楽

は

太

夫

（

語

る

）

・

三

味

線

（

弾

く

）

・

人

形

使

い

（

遣

う

）

の

三

者

か

ら

な

り

ま

す

。

さ

ら

に

、

主

な

人

形

は

三

人

が

か

り

で

一

体

を

動

か

し

ま

す

。 

 

こ

ん

な

に

手

の

込

ん

だ

（

面

倒

く

さ

い

）

芸

能

が

せ

っ

か

ち

な

大

阪

人

に

受

け

な

か

っ

た

の

も

無

理

は

な

い

と

も

思

い

ま

す

。

し

か

し

、

劇

場

に

足

を

運

ぶ

と

、

そ

こ

に

は

大

阪

ら

し

い

ほ

の

ぼ

の

と

し

た

雰

囲

気

が

あ

り

ま

し

た

。 

 

夏

休

み

文

楽

特

別

公

演

の

初

日

、

 

名

作

「

妹

背

山

婦

女

庭

訓

」

を

鑑

賞

し

ま

し

た

。 

 

物

語

は

、

藤

原

鎌

足

に

よ

る

蘇

我

入

鹿

討

伐

と

い

う

「

大

化

の

改

新

」

前

夜

の

出

来

事

を

、

杉

酒

屋

の

娘

お

三

輪

の

恋

の

悲

劇

と

し

て

描

き

ま

す

。 

 

お

三

輪

が

恋

人

で

あ

る

求

馬

（

も

と

め

、

実

は

鎌

足

の

嫡

男

）

を

高

貴

な

女

性

（

実

は

入

鹿

の

妹

橘

姫

）

と

取

り

合

う

場

面

は

、

人

が

演

じ

れ

ば

修

羅

場

か

、

さ

も

な

く

ば

ド

タ

バ

タ

喜

劇

に

な

る

と

こ

ろ

で

す 

                

が

、

人

形

だ

と

何

と

も

品

が

あ

り

、

可

愛

ら

し

く

感

じ

ら

れ

ま

す

。 

 

お

三

輪

が

恋

人

が

本

望

を

遂

げ

る

こ

と

を

信

じ

て

息

絶

え

る

ラ

ス

ト

は

、

何

と

も

や

り

切

れ

な

い

気

分

に

な

る

反

面

、

意

表

を

突

か

れ

た

面

白

さ

を

感

じ

ま

し

た

。 

舞

台

の

上

部

に

は

、

太

夫

の

語

り

が

字

幕

表

示

さ

れ

ま

す

。

イ

ヤ

ホ

ン

ガ

イ

ド

に

よ

る

解

説

も

利

用

す

れ

ば

、

初

心

者

で

も

十

分

に

楽

し

む

こ

と

が

で

き

ま

す

。 
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『妹背山

い も せ や ま

婦女

お ん な

庭訓

ていきん

』 

（（（（国立文楽劇場国立文楽劇場国立文楽劇場国立文楽劇場））））    

金

物

団

地

を

訪

ね

て

 

～

次

は

高

井

田

地

域

へ

～

産業集積 

地を行くⅡ

▼

製

造

業

派

遣

解

禁

か

ら

昨

秋

の

派

遣

法

改

正

ま

で

の

８

年

間

、

い

ろ

い

ろ

あ

り

す

ぎ

た

と

い

う

の

が

実

感

で

す

。 

▼

当

事

務

所

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

を

マ

イ

ナ

ー

・

チ

ェ

ン

ジ

し

ま

す

。

「

か

わ

ち

の

社

労

士

」

ら

し

く

が

コ

ン

セ

プ

ト

で

す

。

ぜ

ひ

、

ご

笑

覧

く

だ

さ

い

。 

 

長田 

当事務所 

近畿大学 

阪神高速 

中央線 

市役所 

近

畿

道 

N 
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▼

「

ブ

ラ

ッ

ク

企

業

」

と

い

う

言

葉

が

世

間

で

普

通

に

使

わ

れ

、

我

が

家

で

も

流

通

し

て

い

ま

す

。

「

ブ

ラ

ッ

ク

士

業

」

と

言

わ

れ

な

い

よ

う

に

し

た

い

も

の

で

す

。 

▼

夕

顔

が

き

れ

い

に

咲

く

の

が

楽

し

み

、

朝

顔

が

な

か

な

か

咲

か

な

い

の

が

悩

み

の

種

で

す

。

「

小

さ

な

こ

と

に

ク

ヨ

ク

ヨ

す

る

」

の

も

必

要

な

こ

と

で

す

。 

編

集

後

記

 


